


 

 

 

 

安全に関する警告について 
 

 本機には、印付きの警告ラベルを貼付しています。安全上、特に重要な項目を示しています。

警告を守り、安全な作業を行ってください。 

 

 
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性が 

            高いことを示します。 
            
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う可能性が 

            あることを示します。 
 
            その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれがあることを 

            示します。 
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 安全に作業するために安全に作業するために安全に作業するために安全に作業するために 

  危 険 
 

  警 告 
 

  注 意 

  警告ラベルについて 

 



 

 
 － ラベルが損傷した時は － 
   警告ラベルは、使用者および周囲の作業者などへ危険を知らせる大切なものです。 

  ラベルが損傷した時は、すみやかに貼り替えてください。 

   注文の際には、この図に示す 部品番号 をお知らせください。 
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安全上の注意点 
 
 ここに記載されている注意事項を守らないと、死

亡を含む傷害を生じる恐れがあります。 
 作業前には、作業機およびトラクタの取扱説明書

をよくお読みになり、十分に理解をしてからご使用

ください。 
 

作 業 前 に 

 
 
 注意 
 機械の取り扱いで分からない事があった時、 
  取扱説明書を製品に近接して保存していない 
  ため、自分の判断だけで対処すると思わぬ事 
   故を起こし、ケガをする事があります。 
   取扱説明書は、分からない事があった時にす 
   ぐに取り出せるよう、製品に近接して保存し 
   てください。  

 
 
 注意 
 取扱説明書に記載されている安全上の注意事 
  項や取扱要領の不十分な理解のまま作業する 
  と、思わぬ事故を起こす事があります。 
  作業を始める時は、製品に貼付している警告 
  ラベル、取扱説明書に記載されている安全上 
  の注意事項、取扱要領を十分に理解してから 
  行ってください。  

 
 
 警告 
 体調が悪い時、機械操作に不慣れな場合など 
   に運転すると、思わぬ事故を起こす事があり 
   ます。 
   次の場合は、運転しないでください｡  

□ 過労、病気、薬物の影響、その他の理由 
  により作業に集中できない時。 

   □酒を飲んだ時。 
   □機械操作が未熟な人。 
   □妊娠している時。  

 
 
 警告 
作業に適さない服装で機械を操作すると、衣 
 服の一部が機械に巻き込まれ、死亡を含む傷 
 害をまねく事があります。 

   次に示す服装で作業してください。   

 
□ 袖や裾は、だぶつきのないものを着用す 
る。 

□ ズボンや上着は、だぶつきのないものを 
着用する。 

   □ヘルメットを必ず着用する。 
□ はちまき、首巻きタオル、腰タオルなど 
はしない。  

 
 
 警告 
機械を他人に貸す時、取扱説明書に記載され 
 ている安全上の注意事項や取扱要領が分から 
 ないため、思わぬ事故を起こす事があります。 
 取扱方法をよく説明し、取扱説明書を渡して 
 使用前にはよく読むように指導してください。  

 
 
 注意 
機械の改造や、当社指定以外のアタッチメン 
 ト・部品などを取り付けて運転すると、機械 
 の破損や傷害事故をまねく事があります。 

   機械の改造はしないでください。 
   アタッチメントは当社指定製品を使用してく 
   ださい。部品交換する時は、当社が指定する 
   ものを使用してください。  

 
 
 注意 
始業点検を怠ると、機械の破損や傷害事故を 
 まねく事があります。 

   作業を始める前には、取扱説明書に基づき点 
  検を行ってください。  

 
 
 警告 
エンジンを始動する時、周囲に人がいると、 
思いがけない原因でトラクタや作業機が動き 
出し、事故を起こす事があります。 
周囲に人がいない事を確かめてから行ってく 
ださい。 

エンジンを始動する時、トラクタの横やステ 
 ップに立ったまま行うと、緊急事態への対処 
ができず、運転者はもちろん周囲にいる人が 
ケガをする事があります。 
運転席に座り、周囲の安全を確認してから行 
ってください。 

エンジンを始動する時、主変速レバーを「Ｎ」 
 （中立）にして行わないと、変速機が接続状 
 態になっているため、トラクタが暴走し思わ 
 ぬ事故を起こす事があります。 
 主変速レバーを「Ｎ」（中立）にして行ってく 
 ださい。 

取扱説明書は製品に近接して保存を 

取扱説明書をよく読んで作業を 

こんな時は運転しないでください 

服装は作業に適していますか 

機械を他人に貸す時は 

機械の改造禁止 

始業点検の励行 

エンジン始動発進する時は 
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エンジンを始動する時、ＰＴＯを切らないで 
始動すると、急に作業機が駆動され、周囲に 

 いる人がケガをする事があります。 
 ＰＴＯを切ってから始動してください。 
急発進するとトラクタ前輪が浮き上がる事が 
あり、運転者が振り落とされたり、周囲の人 
を巻き込んだり、思わぬ事故を起こす事があ 
ります。周囲の安全を確認し、ゆっくりと発 
進してください。 

室内で始動する時、排気ガスにより中毒にな 
る事があります。 
窓、戸などを開け、十分に換気してください。  

 
 
 警告 
作業機を装着するためにトラクタを移動させ 
 る時、トラクタと作業機の間に人がいると、 
 挟まれてケガをする事があります。 
 トラクタと作業機の間に人を近づけないでく 
 ださい。 

 注意 
作業機をトラクタに装着する時、傾斜地や凹 
 凸地または軟弱地などで行うと、トラクタが 
 不意に動き出し、事故を起こす事があります。 

   平坦で地盤のかたい所で行ってください。 
作業機をトラクタに装着する時、エンジンを 
とめずに、あるいは、駐車ブレーキをかけず 
に行うと、思いがけない原因でトラクタや作 
業機が不意に動き出し、事故を起こす事があ 
ります。 
エンジンをとめて、駐車ブレーキをかけて行 
ってください。 

装着するトラクタによっては、前輪荷重が軽 
 くなり、操縦が不安定となって、事故を起こ 
す事があります。 

   トラクタへフロントウエイトを取り付け、バ 
  ランスを取ってください。  

 
 
 危険 
カバーのないパワージョイントを使用すると、 
 巻き込まれてケガをする事があります。 

   カバーのないパワージョイントは、使用しな 
  いでください。 
カバーが損傷したまま使用すると、巻き込ま 
 れてケガをする事があります。 

   損傷したらすぐに取り替えてください。 
   使用前には、損傷がないか点検してください。 
パワージョイントを装着する時、エンジンを 
とめずに行うと、思いがけない原因でパワー 
ジョイントが回転しケガをする事があります。 
エンジンをとめて行ってください。   

 
カバーのチェーンを取り付けないで使用する 
 と、カバーが回転し、巻き込まれてケガをす 
 る事があります。 

   トラクタ側と作業機側のチェーンを回転しな 
   い所に連結してください。 
注意 

 ３点リンクで作業機を持ち上げてパワージョ 
   イントの長さ調整をする時、思いがけない原 
   因で作業機が降下してケガをする事がありま 
   す。 
   トラクタ３点リンクの油圧回路をロックして 

 行ってください。 
パワージョイントの重なり量が適正でないと、 
パワージョイントやＰＩＣ軸が破損し、ケガ 
をする事があります。 

   適正な重なり量で使用してください。 
パワージョイントを接続した時、クランプピ 
ンが軸の溝に納まっていないと、使用中に外 
れ、ケガをする事があります。 

 溝に納まっているか、接続部を押し引きして 
   確かめてください。  

 
 
 注意 
トラクタに作業機を装着して公道を走行する 
 と、道路運送車輌法に違反します。 
 トラクタに作業機を装着しての走行はしない 
 でください。  

 
 
 危険 
移動走行する時、トラクタのブレーキペダル 
が左右連結されていないと、片ブレーキにな 
り、トラクタが左右に振られ横転などが起こ 
り、思わぬ事故をまねく事があります。 
ほ場での特殊作業以外は、ブレーキペダルは 
左右連結して使用してください。 

 警告 
トラクタに運転者以外の人を乗せると、トラ 
 クタから転落したり、運転操作の妨げになっ 
 て、緊急事態への対処ができず、同乗者はも 
 ちろん、周囲の人および運転者自身がケガを 
 する事があります。 
 トラクタには、運転者以外の人は乗せないで 
 ください。 
急制動・急旋回を行うと、運転者が振り落と 
 されたり、周囲の人を巻き込んだり思わぬ事 
 故を起こす事があります。 
急制動・急旋回はしないでください。 

坂道・凹凸地・急カーブで速度を出しすぎる 
 と、転倒あるいは転落事故を起こす事があり 
ます。低速走行してください。   

パワージョイントを使用する時は 

作業機を装着する時は 

公道走行時は作業機の装着禁止 

移動走行する時は 
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旋回する時、作業機が旋回方向とは逆方向に 
 ふくれるため、周囲の人に接触しケガをさせ 
 たり、対向物・障害物に衝突しケガをする事 
 があります。 
  周囲の人や対向物・障害物との間に十分な間 
  隔を保って行ってください｡ 
側面が傾斜していたり、側溝がある通路で路 
 肩を走行すると転落事故を起こす事がありま 
 す。 
路肩は走行しないでください。 

高低差が大きい段差を乗り越えようとすると、 
 トラクタが転倒あるいは横転し、ケガをする 
 事があります。 
あゆみ板を使用してください。 

作業機の上に人を乗せると、転落し、ケガを 
 する事があります。 

   また、物を載せて走行すると、落下し、周囲 
  の人へケガを負わせる事があります。 
   作業機の上には、人や物などはのせないでく 
  ださい。 
 注意 
作業機への動力を切らないで走行すると、周 
囲の人を回転物に巻き込み、ケガを負わせる 
事があります。 

   移動走行する時は、ＰＴOを切ってください。  
 

作 業 中 は 

 
 
 危険 
運転中又は回転中、カバーを開けると回転物 
に巻き込まれ、ケガをする事があります。 

 カバーを開けないでください。 
警告 
作業機指定のＰＴＯ回転数を超えて作業する 
  と、機械の破損により、ケガをする事があり 
  ます。 

  指定回転数を守ってください。 
作業機の上に人を乗せると、転落し、ケガを 
 する事があります。 

   また、物を載せて作業すると、落下し、周囲 
  の人へケガを負わせる事があります。 
   作業機の上には、人や物などはのせないでく 
  ださい。 
傾斜地で速度を出しすぎると、暴走事故をま 
 ねく事があります。低速で作業してください。 
  下り作業をする時、坂の途中で変速すると、 
  暴走する原因となります。 
  坂の前で低速に変速して、ゆっくりとおりて 
  ください。   

 
わき見運転をすると、周囲の障害物の回避や、 
  周囲の人への危険回避などができず、思わぬ 
  事故を起こす事があります。前方や周囲へ、 
十分に注意を払いながら運転してください。 

手放し運転をすると、思わぬ方向へ暴走し、 
  事故を起こす事があります｡ 

   しっかりとハンドルを握って運転してくださ 
   い。 
ハウス内などの室内作業をする時、排気ガス 
により中毒になる事があります。 
窓、戸などを開け、十分に換気をしてくださ 
い。 

 注意 
肥料の投入をする時、エンジンをとめずに、 
あるいは、駐車ブレーキをかけずに行うと、 
思いがけない原因で作業機が駆動し、あるい 
は、トラクタや作業機が動き出し、ケガをす 
る事があります。 

  エンジンをとめて、駐車ブレーキをかけて行 
ってください。 

運転中又は回転中、ＰＩＣ軸に接触すると巻 
き込まれ、ケガをする事があります。 
手を入れないでください。  

調整や、付着物の除去などをする時、エンジ 
ンをとめずに、あるいは、駐車ブレーキをか 
けずに行うと、思いがけない原因で作業機が 
駆動し、あるいは、トラクタや作業機が動き 
出し、ケガをする事があります。 

 エンジンをとめて駐車ブレーキをかけて行っ 
てください。  

 
 
 警告 
トラクタから離れる時、傾斜地や凹凸地など 
 に駐車すると、トラクタが暴走して思わぬ事 
 故を起こす事があります。 

   平坦で安定した場所に駐車し、トラクタのエ 
  ンジンをとめ、駐車ブレーキをかけて暴走を 
  防いでください。 
トラクタから離れる時、作業機を接地しない 
でおくと、思いがけない原因で作業機が降下 
してケガをする事があります。 

   作業機を接地してからトラクタを離れてくだ 
  さい。  

 

 

 

 

作業する時は 
トラクタから離れる時は 
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作業が終わったら 

 
 
 注意 
動力を切らずに、回転部・可動部の付着物の 
除去作業などを行うと、機械に巻き込まれて 
ケガをする事があります。 
ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可 
動部がとまっている事を確かめて行ってくだ 
さい。  

 
 
 危険 
パワージョイントを外す時、エンジンをとめ 
ずに行うと、思いがけない原因でパワージョ 
イントが回転し、ケガをする事があります。 
エンジンをとめて行ってください。 

 注意 
作業後の点検を怠ると、機械の調整不良や破 
 損などが放置され、次の作業時にトラブルを 
 起こしたり、ケガをする事があります。 

  作業が終わったら、取扱説明書に基づき点検 
  を行ってください。 
作業機をトラクタから切り離す時、エンジン 
をとめずに、あるいは、駐車ブレーキをかけ 
ずに行うと、思いがけない原因でトラクタや 
作業機が不意に動き出し、事故を起こす事が 
あります。 
エンジンをとめて、駐車ブレーキをかけて行 
ってください。 

点検整備をする時、傾斜地や凹凸地または軟 
弱地などで行うと、トラクタや作業機が不意 
に動き出し、事故を起こす事があります。 
平坦で地盤のかたい所で行ってください。 

点検整備をする時、エンジンをとめずに、あ 
るいは、駐車ブレーキをかけずに行うと、思 
いがけない原因で作業機が駆動し、あるいは、 
トラクタや作業機が動き出し、ケガをする事 
があります。 
エンジンをとめて、駐車ブレーキをかけて行 
ってください。 

作業をする時、カバー類を外して作業すると、 
ケガをする事があります。 
点検整備の後は、カバー類を元通りに取り付 
けてください。 

作業機をあげた状態のまま下にもぐったり、 
足を入れたりすると、不意に降下し、ケガを 
する事があります。 
下に入る時は、台などで降下防止をして行っ 
てください。  

 

 
 
 注意 
機械に不調が生じた時、そのまま放置すると、 
 破損やケガをする事があります。 

   取扱説明書に基づき行ってください｡ 
不調対応処置・点検・整備をする時、傾斜地 
や凹凸地または軟弱地などで行うと、トラク 
タや作業機が不意に動き出し、事故を起こす 
事があります。 
平坦で地盤のかたい所で行ってください。 

不調対応処置・点検・整備をする時、エンジ 
ンをとめずに、あるいは、駐車ブレーキをか 
けずに行うと、思いがけない原因で作業機が 
駆動し、あるいは、トラクタや作業機が動き 
出し、ケガをする事があります。 
エンジンをとめて、駐車ブレーキをかけて行 
ってください。 

作業をする時、カバー類を外して作業すると、 
ケガをする事があります。 
不調対応処置・点検・整備の後は、カバー類 
を元通りに取付けてください。 

油圧の継手やホースに、ゆるみや損傷がある 
と、飛び出る高圧オイルでケガをする事があ 
ります。 
継手やホースを外す時は、油圧回路内の圧力 
を無くしてから行ってください。 

３点リンクで作業機を持ち上げて点検・調整 
を行う時、思いがけない原因で作業機が降下 
してケガをする事があります。 
トラクタ３点リンクの油圧回路をロックして 
行ってください。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作業後の手入れをする時は 

終業点検の励行 

不調処置点検整備をする時 
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適切な装着で安全な作業をしましょう。   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
１．セクタ 
  肥料、石灰等の散布時、散布量を調節するため

のもので、開度を無段階に設定できます。 
   ニギリを引きながらハンドルを回し、適切な散

布ができる位置でニギリ先端のピンを固定用の穴

に差し込み固定します。  
２．アジテータ 
  肥料、石灰等を散布口より定量でかき出します。  
３．アジテータバー 
  石灰等の粉状肥料を散布するときに使用するも

ので、散布後のホッパ内残量を少なくします。 
  使用後は「３ 作業の仕方」を参照してください。  
４．ロッド 
  シャッタを開閉するための連結部品で、左右の

散布量を微調整できます。  
５．シャッタ連結プレート 
  左右のシャッタを連結するためのもので、片側

散布する時は、取り外して使用します。  
６．パワージョイント；ＳＥ－６０ 
  トラクタから有機マルチソーワホッパ内のアジ

テータを駆動します。 
    0Ｌタイプは、パワージョイントを装備していま

せん。 

 

７．オートヒッチ 
 注：３Ｐ・４Ｐ等、以下の説明に用いる「Ｐ」と

は Point（点）の略で夫々３点（３箇所）、

４点(４箇所)の意味を表します。 

 

(１) トラクタの３点装置（３Ｐ＝ロワーリンク

２Ｐ＋トップリンク１Ｐ）を使用して装着

（直装）する作業機対象に、予めトラクタの

３Ｐに作業機装着用のフレームを取付けて

おき、そのフレームに設けられた３Ｐと作業

機側の３Ｐを、トラクタ３点装置を昇降する

ことによって、自動的に着脱する方法を「オ

ートヒッチ」と言い、予めトラクタ３Ｐに装

着するフレームのことを｢オートヒッチフレ

ーム｣と言います。（｢オートヒッチ｣との呼

び方は、日農工で申し合わされた呼称です。）      

   この装着状態を３Ｐオートヒッチ（略して

｢３Ｐ｣）と言います。 

 

(２) オートヒッチフレームに、作業機のＰＩＣ

軸と駆動伝達が自動的に連結される駆動受

動部を設け、３Ｐ着脱と同時に、この１Ｐも

同時に着脱する状態を４Ｐオートヒッチ（略

して「４Ｐ」）と言います。 

  オートヒッチフレームの駆動受部とトラクタ

のＰＴＯ軸とはパワージョイントで連結され

ます。 

１ 各部の名称とはたらき 

１１１１    トラクタへの装着トラクタへの装着トラクタへの装着トラクタへの装着 
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（３）ＪＩＳ規格により、トラクタ３Ｐの寸法が規

定されており、「0・Ⅰ兼用」タイプと｢Ⅰ・Ⅱ

兼用タイプ｣があります。オートヒッチにもこ

の２種類があり、一般的に「0・Ⅰ兼用タイプ」

は「Ｓ」、「Ⅰ・Ⅱ兼用タイプ」は「Ｌ」で区分

しています。 

   Ｌタイプのセット区分は次のようになって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 適応トラクタの範囲 
 
  
 
装着するトラクタによっては、前輪荷重が軽く 
なり、操縦が不安定となって、思わぬ事故をま 
ねく事があります。 
トラクタへフロントウエイトを取り付け、バラ 
ンスをとってください。   
本製品は、適切なトラクタとの装着により的確な

性能を発揮できるよう設計されています。 
 不適切なトラクタとの装着によっては本製品の耐

久性に著しく影響を及ぼしたり、トラクタの運転操

作に著しい悪影響を及ぼす事があります。 
 この製品の適応トラクタは次のとおりです。  
型 式 適応トラクタ 外 部 油 圧 

MMS11020 51.5～88kＷ 
（70～120PS） 

MMS8020 
MMS8020-0L 

44～73.5kW 
（60～100PS ） 

複動１系統 

  
 本製品の適応トラクタより小さなトラクタで使用す

ると、負荷に対し十分なパワーがでない事があります。 
  逆に適用トラクタよりも大きなトラクタでのご使

用は、過負荷に対し機体の適正値を越えたパワーが

出てしまい、作業機の破損の原因になることがあり

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

呼び 製品セット構成に伴う装着内容 

標準 

オートヒッチフレームを使用せず、トラク

タ３Ｐに作業機の３Ｐを直接装着。 

－0Ｌ 

オートヒッチフレーム、パワージョイント

は標準で装備なし。他の作業機の３Ｐ・４

Ｐオートヒッチで装着。 

  注意 
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３ オプション 

 
 散布する肥料等に応じて、各種オプションを用意しています。 
 必要に応じて別途購入してください。 
 
型式・品番 名 称 適 応 型 式 用 途 
1408760000 シキリAS MMS11020 
1398000000 〃 MMS8020 

MMS8020-0L 
有機質肥料、粉状肥料散布時、ホッパ内で

ブリッジが発生し、落下しない場合に使用

します。ルーフを取外して、取付けます。 
1383740000 ハードルAS MMS11020 
1397280000 〃 MMS8020 

MMS8020-0L 
小袋（20kg）用投入台として使用します。

下記サブホッパ取付け時には取付けできま

せん。 
AME 8020 サブホッパユニット MMS8020 

MMS8020-0L 
低比重有機質肥料等で容量を増量（400ℓ ）する

のに使用します。増量しても最大積載量は変わり

ありませんので注意してください。（800 kg） 
AMC8020 キャスタスタンドユニット MMS8020 トラクタへの装着、格納時の移動に便利です。

0Ｌタイプは標準装備となっています。 
 

 
 
 
 
作業機を装着するためにトラクタを移動させ 
 る時、トラクタと作業機の間に人がいると、 
 挟まれてケガをする事があります。 

   トラクタと作業機の間に人を近づけないでく 
  ださい。 

 
 
作業機をトラクタに装着する時、傾斜地や凹凸 

地または軟弱地などで行うと、トラクタが不意 
に動き出し、思わぬ事故を起こす事があります。 

  平坦で地盤のかたい所で行ってください。 
作業機をトラクタに装着する時、エンジンをと 
めずに、あるいは、駐車ブレーキをかけずに行 
うと、思いがけない原因でトラクタや作業機が 
不意に動き出し、事故を起こす事があります。 
エンジンをとめて、駐車ブレーキをかけて行 
ってください。 

装着するトラクタによっては、前輪荷重が軽 
  くなり、操縦が不安定となって、思わぬ事故 
を起こす事があります。 

 トラクタへフロントウエイトを取り付け、バ 
 ランスを取ってください。   

１．標準タイプの装着  
  トラクタ３点リンクへ作業機の３点を連結します。 
（１）トラクタのエンジンを始動して、トラクタ 
  のロワーリンク先端と作業機の左右のロワーリ 

ンクの穴位置が合うまで後進して、トラクタを 
とめてください。エンジンをとめ、駐車ブレー 
キをかけてください。 

（２）左のロワーリンクに連結し、抜け止めにリン 
チピンをロワーリンクピンに差してください。 
次に、右のロワーリンクも同じ順序で行ってく 
ださい。  

（３）トップリンクを連結し、トラクタに付いて 
いるピンで固定し、抜け止めにリンチピン

等を差してください。(MMS11020) 
      トップリンクを連結し、トップリンクピ 

ン；Ⅰ・Ⅱで固定し抜け止めにベータピン

を差してください。（MMS8020）  
（４） 左右のロワーリンクが同じ高さになるように、

トラクタ右側のアジャストスクリューで調整し

てください。  
（５）ＰＩＣ軸芯がトラクタ中心におおよそ一致す

るよう、チェックチェーンでセットし、本機の

横振れをなくしてください。  
（６）肥料落下口が地上より３０～４０cm の高さ 

になるよう持ち上げてください。このとき、横

方向から見て、作業機が地面上水平になるよう

にトップリンクの長さを調整してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ トラクタへの装着 

  警 告 

  注 意 
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２．0Ｌタイプの装着  
 
 
トラクタのエンジンをかけたまま、または駐 
 車ブレーキをかけずにオートヒッチフレーム 
 をトラクタに装着すると第三者の不注意によ 
 り不意にトラクタが動き出し、思わぬ事故を 
 起こす事があります。 
 エンジンをとめ、駐車ブレーキをかけて行っ 
 てください。   
（１）本作業機のオートヒッチは日農工標準オート

ヒッチⅠ・Ⅱ兼用区分C を採用しています。  
（２）機体が前傾姿勢となるようにブラケットをセ

ットし、スタンドを取付けてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
（３）部品表を参考にして、ガイド、カラー、ＰＩ 

  Ｃシャフトを作業機本体に組み付けてください。 

 

（４）お手持ちのオートヒッチフレームをトラクタ 
  に装着し、トップリンクピン及びロワーリンク 
  ピンに抜け止めのリンチピンを差してください。  
（５）作業機のトラクタへの装着をスムーズに行う

ため、チェックチェーンは若干ゆるめに張って

ください。  
（６）ロワーリンクの地上高が 40 ㎝位で、オート

ヒッチフレームの姿勢が後傾 5°位になるよう

にトップリンクの長さを調整してください。 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
（７）パワージョイントの組み付け 
  お手持ちのオートヒッチフレームが３Ｐオー 

トヒッチの場合、オートヒッチフレームに作 
業機を装着した後、お手持ちのパワージョイ 
ントを組み付けます。組み付けは「１-5パワ 
ージョイントの装着」を参照してください。 

   

ジョイントカバーが回転しないよう、カバ

ーのチェーンを回転しない所に連結して

ください。  
（８）オートヒッチフレーム上部ガイド（フック 

部）がトップリンク部をすくい上げることが 
できる位置までトラクタを作業機中心に向け 
て、ゆっくりバックさせます。 
 次に油圧を上げて、オートヒッチに作業機 
を装着させます。  

 （９）作業機装着後、オート 
ヒッチのレバーがロック 
の位置にあり、フックが 
掛かっていることを確認 
してください。 

    お手持ちのオートヒッ 
チフレームが４Ｐオート 
ヒッチの場合はさらにパ 
ワージョイントが接続さ 
れていることを確認して 
ください。  

 （10）ＰＩＣ軸芯がトラクタ中心におおよそ一致

するようにチェックチェーンでセットして作

業機の横振れをなくしてください。  
 （11）スタンドを外してください。 
 
３．油圧ホースの接続   
カプラ オス ＰＴ１/２をトラクタ外部油圧取

り出しに接続してください。 
 
 

 ５ パワージョイントの装着 
 
 
 
カバーのないパワージョイントを使用すると、 
 巻き込まれてケガをする事があります。 
  カバーのないパワージョイントは、使用しな 
  いでください。 
カバーが損傷したまま使用すると、巻き込ま 
 れてケガをする事があります。 

   損傷したらすぐに取り替えてください｡ 
   使用前には、損傷がないか点検してください。 
パワージョイントを装着する時、エンジンを 
とめずに行うと、思いがけない原因でパワー 
ジョイントが回転し、ケガをする事がありま 
す。エンジンをとめて行ってください。 

カバーのチェーンを取り付けないで使用する 
 と、カバーが回転し、巻き込まれてケガをす 
 る事があります。トラクタ側と作業機側のチ 
  ェーンを回転しない所に連結してください。   

 

  危 険 

  注意 
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３点リンクで作業機を持ち上げてパワージョ 
イントの長さ調整をする時、思いがけない原 
因で作業機が降下してケガをする事がありま 
す。トラクタ３点リンクの油圧回路をロック 
して行ってください。 

パワージョイントを接続した時、クランプピ 
ンが軸の溝に納まっていないと、使用中に外 
れ、ケガをする事があります。 
溝に納まっているか、接続部を押し引きして 

   確かめてください。  
 
 
最伸時の重なりが100㎜を下回ると、ジョイ 
ント回転させた時、破損しケガをする事があ 
ります。 
最縮時の隙間が 25㎜よりも小さくなると、 
ジョイントの突き上げが引き起こることが 
あり、ジョイントの破損をまねき、ケガを 
することがあります。適正な重なり量で使 
用してください。   

１．長さの確認方法  
（１）パワージョイント（アウタ）から、パワージ

ョイント（インナ）を引き抜いてください。  
（２）３点リンクを昇降させて、ＰＴＯ軸とＰＩＣ軸

が最も接近する位置で、昇降を停止してください。  
（３）ピン付きヨークのクランプピンを押して、Ｐ

ＴＯ軸、ＰＩＣ軸に連結し、クランプピンがも

との位置に出るまで押し込んでください。  
（４）安全カバー同士を重ね合わせた時、安全カバー

（アウタ）と安全カバー（インナ）がオーバーラ

ップする位置に目印を付け、さらにオーバーラッ

プした長さに２５㎜を加えた位置に印を付け、こ

の印からカバー端部までの長さを切断方法の手

順に従って切断してください。 
 
 
 
 
 
 
  
（５）３点リンクを昇降させて、ＰＴＯ軸とＰＩ

Ｃ軸が最も離れる位置で、昇降を停止してく

ださい。  
（６）安全カバー同士を重ね合わせた時、パイプの

重なりが１００㎜以下の場合は、販売店に連絡

し、長いパワージョイントと交換してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．切断方法 
（１） 安全カバーのアウ 

タ・インナ両方を 
長い分だけ切り取 
ります。  

（２） 切り取った同じ長 
   さをパイプの先端 
   から計ります。 
  
（３） パイプのアウタと 

インナ両方を金ノ 
コまたはカッター 
で切断します。 
切断する時は、パイプの中にウエスを詰め、

パイプ内面に切り粉が付着するのを防いで

ください。 
（４） 切り口をヤスリなどでなめらかに仕上げて

からパイプをよく清掃し、次にグリースを塗

布して、アウタとインナを組み合わせます。  
３．安全カバーの脱着方法 
（１）安全カバーからチェーンをはずしてください。 
（２）安全カバーのチューブ側を固定し、ヨーク側

カバーを反時計方向に回転してください。 
（３）ヨーク側カバーをチューブ側に押すとヨーク   
側カバーが外れます。 

（４）チューブ側カバーをパイプから抜いてください。 
（５）新しい安全カバーを組み付ける時は逆手順で

行ってください。 
 
４．パワージョイントの連結  
（１）標準タイプの場合 
① ピン付ヨークのクランプピンを押してＰＴ

Ｏ軸、ＰＩＣ軸に連結し、クランプピンがも

との位置に出るまで押し込んでください。 
② 安全カバーのチェーンを固定した所に取り

付け、カバーの回転を防いでください。 
   チェーンは３点リンクの動きに順応できる余 
   裕を持たせ、また他への引っかかりなどがな

いように余分なたるみを取ってください。 

  注 意 

 

 

  危 険 
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（２）0Ｌタイプの場合 
   お手持ちのオートヒッチフレームが４Ｐのオ

ートヒッチの場合、ピン付ヨークのクランプピ

ンを押して、ＰＴＯ軸に連結し、クランプピン

がもとの位置に出るまで押し込んでください。 
   ＰＩＣ軸には、トラクタに装着すると自動的

に連結されます。 
   ３Ｐオートヒッチの場合は、お手持ちのパワ

ージョイントをそのままお使いください。 
 
 
 
 
 
 
 

 機械を調子よく長持ちさせるため、作業前に必ず

行いましょう。 
 

１ 運転前の点検 

 
１．トラクタ各部の点検 
  トラクタの取扱説明書に基づき点検を行ってく 
 ださい。  
２．連結部の点検 
 
 
点検をする時、傾斜地や凹凸地または軟弱地 
などで行うと、トラクタや作業機が不意に動 
き出し、事故を起こす事があります。 
平坦で地盤のかたい所で行ってください。 

点検をする時、エンジンをとめずに、あるい 
は駐車ブレーキをかけずに行うと、思いがけ 
ない原因で作業機が駆動し、あるいは、トラ 
クタや作業機が動き出し、ケガをする事があ 
ります。エンジンをとめて、駐車ブレーキを 
かけて行ってください。 

点検をする時、作業機を接地しないで行うと、 
思いがけない原因で作業機が降下してケガを 
する事があります。 
作業機を接地して行ってください。   

（１）３点リンクの連結部点検 
①  ロワーリンクピン・トップリンクピンのリン 
チピン・ベータピンは確実に挿入されているか。 

    ②  チェックチェーン張られているか。 
    ③  不具合が見つかった時は、「1-4 トラクタ

への装着」の説明に基づき不具合を解消して

ください。 
 

（２）パワージョイントの点検 
① ピン付きヨークの抜け止めのクランプピン

が軸の溝に納まっているか。 
② ジョイントカバーのチェーンの取り付けに

余分なたるみはないか。 
    また、適度な余裕があるか。 
  ③ ジョイントカバーに損傷はないか。 
    損傷している時は、速やかに交換してください。 
    ④ 不具合が見つかった時は、「1-5 パワージョ 
       イントの装着」の説明に基づき不具合を解消 
       してください。  
３．有機マルチソーワの点検 
    点検整備一覧表に基づき始業点検を行ってく

ださい。 
 

２ エンジン始動での点検 

 
 
エンジンを始動する時、周囲に人がいると、  
思いがけない原因でトラクタや作業機が動き 
出し、事故を起こす事があります。 
周囲に人がいない事を確かめてから行ってく 
ださい。 

エンジンを始動する時、ＰＴＯを切らないで 
始動すると、急に作業機が駆動され、周囲に 
いる人がケガをする事があります。 
ＰＴＯを切ってから始動してください。   

１．トラクタ油圧系統に異常はないか。 
    トラクタ油圧を操作し、３点リンクを上昇し、

作業機を持上げた状態で、降下がなければ異常は

ありません。 
    トラクタ油圧系統などに異常がある時は、トラ

クタ販売店にご相談ください。 

２２２２    運転を始める前の点検運転を始める前の点検運転を始める前の点検運転を始める前の点検 

  警 告 

 

  注 意 
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３ 給油箇所一覧表 

 
○ 給油・塗布するオイルは清浄なものを使用してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
No. 給 脂 場 所 箇 所 潤滑油の種類 交  換  時  期 量 備考 

１ ギ ヤ ボ ッ ク ス １ 

ギヤオイル  

ＩＳＯ ＶＧ４６０ 

シーズン毎 １．５ℓ 交換 

２ ア ー ム ； Ｌ 、 Ｒ 各１ グリース 使  用  毎 適量 給脂 

３ ア ー ム ； Ａ ２ 〃 〃 〃 〃 

４ ア ー ム ； Ｌ 、 Ｒ 各１ 〃 〃 〃 〃 

５ ブ ラ ケ ッ ト １ 〃 〃 〃 〃 

６ ス ク リ ュ １ 〃 〃 〃 塗布 

７ プ レ ー ト ２ 〃 〃 〃 給脂 

８ 

パワージョイント 

MMS11020 
MMS8020 

２ 〃 〃 〃 〃 
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１ 本製品の使用目的 

 
本作業機は粒状肥料（高度化成など）、砂状肥料（よ

うりんなど）、粉状肥料（タンカルなど）の散布に使

用します。 
また、貝殻石灰や有機肥料（バーク堆肥など）の

散布にも使用可能です。 
その他の用途には使用しないでください。 

 
 
有機肥料は肥料工場で完熟発酵させたのち異 
物を取り除き、水分調整された短繊維を使用 
してください。 
【含水率（Ｗ.Ｂ.）40％以下】 

貝殻石灰や有機肥料は、性状によって散布で 
きないものもあります。  
散布の可否は販売店等に相談してください。  

 
 

２ 作業のための調整 

 
 
 
調整をする時、傾斜地や凹凸地または軟弱地 
などで行うと、トラクタや作業機が不意に動 
き出し、事故を起こす事があります。 
平坦で地盤のかたい所で行ってください。 

調整をする時、エンジンをとめずに、あるい 
は、駐車ブレーキをかけずに行うと、思いが 
けない原因で作業機が駆動し、あるいは、ト 
ラクタや作業機が動き出し、ケガをする事が 
あります。エンジンをとめて、駐車ブレーキ 
をかけて行ってください。 

調整する時、作業機を接地しないで行うと、 
思いがけない原因で作業機が降下してケガを 
する事があります。 
作業機を接地して行ってください。   

 
 
 
 
 
 
 
 

１．ＰＴＯ回転数 
 
 
作業機指定のＰＴＯ回転数を超えて作業する 
と、機械の破損により、ケガをする事があり 
ます。指定回転数を守ってください。   

    回転数は、 400rpm を保持してください。 
    あまり変動が大きいと散布性能が低下し、散布 
ムラの原因となります。 

 
２．シャッタ開閉方法 
    シャッタの開閉にトラクタの外部油圧を使用し

ます。複動の油圧取り出し口のあるトラクタを使

用してください。 
 
３．散布量の調節 
   
 

開度調節は、シャッタが閉じた状態で行っ 
てください。  

 
散布量は、機体左側のハンドルで無段階に調整

できます。 
  ニギリを引きながらハンドルを回し、適切な散

布ができる位置でニギリ先端のピンを固定用の穴

に差し込み固定します。 
  次の表を参考にして開度を決めてください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３３３３    作業の仕方作業の仕方作業の仕方作業の仕方 

 取扱い上の注意 

  注 意 

  警 告 

 取扱い上の注意 
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開 度 別 散 布 量 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
この表は、おおよその目安ですので、正確な散布が必要な場合は時間当たりの落下量を実測し、開度調整を行っ

てください。特に貝殻石灰や有機質肥料は、性状等により、落下量が異なり、更に性状によっては散布できない

ものもありますので注意してください。 
 

 
MMS11020 

１９×１分間当たりの落下量［㎏］ 
１０ａ当たりの散布量［㎏／１０ａ］＝ 

                             車速［㎞／h］  
MMS8020 

２５×１分間当たりの落下量［㎏］ 
１０ａ当たりの散布量［㎏／１０ａ］＝ 

                             車速［㎞／h］   
 
４．地上高と姿勢  
（１）作業時、地上高は、肥料落下口までの高さを

３０～４０cmになるよう持ち上げてください。 
    （ただし、パワージョイントの角度が３０°を

越えないように注意してください。）  
（２）作業機が地面上、前後、左右から見て平行か、

トラクタ中心と合っているか、チェックチェー

ン（スタビライザ）に緩みが無いかなどをよく

確認してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 １０ａ当たりの散布量計算式 
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５．最大積載量 
   

型    式 最大積載量 
MMS11020 1,000㎏ 
MMS8020 

MMS8020-0L 800㎏ 
 
 
 
 指定された積載量以上の積載はしないでください。 
   作業機の破損の原因になることがあります。 
 積載物はほぼ平坦になるように積載してください。 
 MMS8020、MMS8020-0Lにサブホッパ 

（400L、オプション）取付け時も最大積載量 

は800㎏ですので、それ以上の積載はしない 

でください。   
 

 
 
運転中や回転中、カバーを開けると回転物に 
巻き込まれ、ケガをする事があります。 
カバーを開けないでください。  

 
 
作業機指定のＰＴＯ回転速度を超えて作業す 
ると、機械の破損により、ケガをする事があ 
ります。指定回転速度を守ってください。 

傾斜地で速度を出しすぎると、暴走事故をま 
ねく事があります。 
低速で作業してください。 
下り作業をする時、坂の途中で変速すると、 
暴走する原因となります。 
坂の前で低速に変速して、ゆっくりとおりて 
ください。 

ハウス内などの室内作業をする時、排気ガス 
により中毒になる事があります。窓、戸など 
を開け、十分に換気をしてください。 

トラクタから離れる時、作業機を接地しない 
でおくと、思いがけない原因で作業機が降下 
してケガをする事があります。 
作業機を接地してトラクタから離れてくだ 
さい。  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
運転中又は回転中、ＰＩＣ軸に接触すると巻 
き込まれてケガをする事があります。 
手を入れないでください。 

肥料の投入をする時、エンジンをとめずに、 
あるいは、駐車ブレーキをかけずに行うと、 
思いがけない原因で作業機が駆動し、あるい 
は、トラクタや作業機が動き出し、ケガをす 
る事があります。 
エンジンをとめて、駐車ブレーキをかけて行 
ってください。 

調整や付着物の除去などをする時、エンジン 
をとめずに、あるいは、駐車ブレーキをかけ 
ずに行うと、思いがけない原因で作業機が駆 
動し、あるいは、トラクタや作業機が動き出 
し、ケガをする事があります。 
エンジンをとめて、駐車ブレーキをかけて行 
ってください。  

 
１． 試運転 

使用前（肥料投入前）にウォームボックス内の 
オイルをギヤに潤滑させるために、１分程度のか

ら運転をしてください。 
 

２．ならし運転 

  納入後、最初の作業をする時は、肥料の投入を

最大積載量の１／２程度とし、５時間程度ならし

運転を行ってください。   
 

ならし運転することにより、初期トラブルの 
 低減、及び本作業機の寿命を延ばすことができ 
ます。  

 
３．散布物 
散布物は石等異物の混入がなく、４ｍｍ以下の

ふるいに通っているもの（粒径４mm以下）を使

用してください。 
・砂状、粒状、粉状肥料は、必ず乾燥したものを

使用してください。 
湿ったものはホッパ内で石化し、散布ムラや機

械の破損の原因となります。 
・有機肥料は肥料工場で完熟発酵させたのち、異

物を取り除き水分調整された短繊維の肥料を使

用してください。【含水率（Ｗ.Ｂ.）40％以下】 
  
 
貝殻石灰や有機肥料は、性状により散布でき 

ないものがあります。 
 散布の可否は、販売店等に相談してください。  

３ 作業要領 

  危 険 

  警 告 

  注 意 

 取扱い上の注意 

 取扱い上の注意 

 取扱い上の注意 
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４．肥料の投入 

    移動中の振動による固まりを防ぐため、肥料の

投入はほ場に着いてから行ってください。 
    作業前にホッパ容量と散布量を考慮し、あらか

じめほ場各所に肥料を置いておくと能率の良い作

業ができます。 
    尚、フレコンパック詰め肥料をホッパに投入す

る際は、低い位置で開口し、徐々にフレコンパッ

クを引き上げてください。 
 
 
  フレコンパックを吊り下げてホッパに投入す 
 る際は、フレコンパックの揺れがおさまってい 
 る事を確かめてから作業機に近づいてください。  

 
５．片側散布の切替え 
  切替えレバーにより、左右片側のみの散布をす

ることができます。  

 
（１）左右のシャッタをつないでいるプレートを取

り外してください。 
 
 
 
 
 
 
（２）切替えレバーを、散布する側に倒してくだ 

さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 切替えレバーを切り替える時は、必ずシャ 

 ッタを閉じた状態で行ってください。  

 取扱い上の注意 

 取扱い上の注意 
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６．アジテータバー取付け方法     

 
比重の軽い粉状肥料の中にはホッパの底に残る物 

があります。 
  その様な時は同梱のアジテータバーをアジテータ 
外周部の穴に取付けてください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）各アジテータへの取付け位置はアジテータ 
バーを１８０°ずらして取付けてください。 

（２）本機に左右のアジテータを取付ける際はアジ

テータバーの位置が左右で９０°ずらし、ジテ

ータを取付けてください。 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
７．ルーフの取り外し 
 有機質肥料や比重の軽い粉状肥料はブリッジ現

象を起こし落下不具合を起こす場合があります。 
その様な時は、アジテータ上部を覆っているル

ーフを取り外してください。 

 
   鉱物系資材（ゼオライト、鉱さい類、粉砕 
 石灰）、動物系資材（貝殻粉末、蹄角骨粉等） 
 を散布する際は、アジテータバーを使用しな 
 いでください。 
   作業機の破損の原因となります。  

 取扱い上の注意 

※ A；MMS11020 
 B；MMS8020 
   MMS8020-0L 
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１ 作業後の手入れ 
 
 
 
作業後の手入れをする時、傾斜地や凹凸地ま 
たは軟弱地などで行うと、トラクタや作業機 
が不意に動き出し、事故を起こす事がありま 
す。平坦で地盤のかたい所で行ってください。 

作業後の手入れをする時、エンジンをとめず 
に、あるいは、駐車ブレーキをかけずに行う 
と、思いがけない原因で作業機が駆動し、あ 
るいは、トラクタや作業機が動き出し、ケガ 
をする事があります。エンジンをとめて、駐 
車ブレーキをかけて行ってください。 

調整や付着物の除去などをする時、エンジン 
をとめずに、あるいは、駐車ブレーキをかけ 
ずに行うと、思いがけない原因で作業機が駆 
動し、あるいは、トラクタや作業機が動き出 
しケガをする事があります。 
エンジンをとめて、駐車ブレーキをかけて行 
ってください。 

３点リンクで作業機を持上げて点検・調整を 
行う時、思いがけない原因で作業機が降下し 
てケガをする事があります。 
トラクタ3点リンクの油圧回路をロックして 
行ってください。   

１．ボルト、ナット、ピン類のゆるみ、脱落がない

か。又、破損部品がないか確認してください。 
  異常があれば、ボルトの増し締め、部品の交換 
  をしてください。  
２． 本作業機は、清掃点検を容易にするため、底板 
を開放できる構造となっております。 

  作業終了時は、底板を開放して肥料をきれいに

取り除いてください。 
  特に、底板とシャッタプレートの間は、シャッ

タプレートを動かしながら、又はシャッタプレー

トを左右に引き抜いて清掃してください。  
＜底板開放要領＞ 
① シャッタを閉じてください。  
② シャッタプレート支点より、ベータピン・ワ 
ッシャを取り外し、アームを下方にずらしてく

ださい。  
 ③ 尾錠をホッパ両端より外し、最後に中央付近

を外してください。 
   最後の尾錠を外す時は、底板を急激に落とさ

ぬよう、手を添えて下ろしてください。 

＜底板の装着要領＞ 
 ① 底板の装着要領は、開放時の逆の手順で行っ

てください。 
   左右の底板が中央部で重ならないよう、尾錠

を固定してください。  
 ② 装着時の注意として、ハウジング（ホッパ両

端）及び、ホッパ下部（前後両側）に取付けて

いるゴム製シールに付着したゴミ、肥料等は、

必ず取り除いてください。  
 ③ ホッパカバー、ビョウ、シャッタレバー支点

等動く部分には、必ず注油してください。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜アジテータの取り外し要領＞ 

 
① 従動側軸受プレートのニギリ（４ヶ）を取り

外してください。  
② 軸受プレートを取り外してください。  
③ アジテータを引き抜いてください。 

 
 

２ トラクタからの切り離し 
  

  
パワージョイントを外す時、エンジンをとめ 
ずに行うと、思いがけない原因でパワージョ 
イントが回転し、ケガをする事があります。 
エンジンをとめて行ってください。  

 
 
 
 

 
 アジテータを引き抜く時は、底板を閉じた 
状態で行ってください。  

４４４４    作業が終わったら作業が終わったら作業が終わったら作業が終わったら 

  注 意 

  危 険 

 取扱い上の注意 
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点検整備をする時、傾斜地や凹凸地または軟 
弱地などで行うと、トラクタが不意に動き出 
し、思わぬ事故を起こす事があります。 
平坦で地盤のかたい所で行ってください。 

作業後の点検を怠ると、機械の調整不良や破 
損などが放置され、次の作業時にトラブルを 
起こしたり、ケガをする事があります。 
作業が終わったら、取扱説明書に基づき点検 
を行ってください。 

作業機をトラクタから切り離す時、エンジンを 
とめずに、あるいは、駐車ブレーキをかけずに 
行うと、思いがけない原因でトラクタや作業機 
が不意に動き出し、事故を起こす事があります。 
エンジンをとめて、駐車ブレーキをかけて行 
ってください。   

１．標準タイプの切離し 
① 本機が地面に接するまでトラクタの油圧をお 
ろしてください。 

      トラクタのエンジンをとめ、駐車ブレーキを

かけてください。 
② トラクタＰＴＯ軸からパワージョイントを外

してください。 
③ トップリンクを外し、左右のロワーリンクを

外してください。 
④ カプラ オス ＰＴ1／2 をトラクタから取り外し

てください。   
２．３Pオートヒッチの切離し 
 ① スタンド装着してからトラクタの油圧レバー

を操作し、スタンドが地面に接地しない程度に

作業機をさげてください。 
 ② トラクタＰＴＯ軸からパワージョイントを外

してください。 
 ③ カプラ オス ＰＴ1／2 をトラクタから取り外し

てください。 
 ④ オートヒッチフレームのレバーを解除の位置

にしてください。 
⑤ トラクタの油圧レバーを操作し、スタンドが

地面に接するまで作業機を静かにさげ、オート

ヒッチフレーム下部のフック部がロワーリンク

ピンから外れていくのを確認しながら、トラク

タをゆっくり前進させてください。 
⑥ トラクタの油圧レバーを操作し、オートヒッ

チフレームを下までさげてトラクタのエンジン

をとめ、駐車ブレーキをかけてください。 
⑦ オートヒッチフレームからトップリンクを外

し、オートヒッチフレームの上部が接地するま

で後方に倒してください。 
⑧ 右側のロワーリンクを外した後、左側のロワ

ーリンクを外してください。  
 

３．４Pオートヒッチの切離し 

① スタンド装着してからトラクタの油圧レバー

を操作し、スタンドが地面に接地しない程度に

作業機をさげてください。 
② カプラ オス ＰＴ1／2 をトラクタから取り外し

てください。 
③ オートヒッチフレームのレバーを解除の位 
置にしてください。 

④ トラクタの油圧レバーを操作し、スタンドが

地面に接するまで作業機をさげ、オートヒッチ

フレーム下部のフック部がロワーリンクピンか

ら外れていくのを確認しながら、トラクタをゆ

っくり前進させてください。 
⑤ トラクタの油圧レバーを操作し、オートヒッ

チフレームを下までさげてトラクタのエンジン

をとめ、駐車ブレーキをかけてください。 
⑥ トラクタのＰＴＯ軸からパワージョイントを

外してください。 
⑦ オートヒッチフレームからトップリンクを外

し、オートヒッチフレームの上部が接地するま

で後方に倒してください。 
⑧ 右側のロワーリンクを外した後、左側のロワ

ーリンクを外してください。 
 
 

 

 

 
  

３ 長期格納する時 
 
１．機械各部の清掃をしてください。            
２．摩耗した部品、破損した部品は、交換してくだ 
  さい。  
３．「2-3 給油箇所一覧表」に基づき、油脂を補給し

てください。 
  また、回転、回動支点およびパワージョイント 
  のクランプピンを含む摺動部には注油し、ＰＴ 
  Ｏ軸、ＰＩＣ軸、パワージョイントのスプライ 
  ン部にはグリースを塗布してください。  
４．塗装損傷部を補修塗装、または、油を塗布し、 
  錆の発生を防いでください。          
５．格納は風通しの良い屋内に保管してください。 
 
 
 

  注 意 
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調子よく作業するために、定期的に行いましょう。 
 機械の整備不良による事故などを未然に防ぐため

に、各部の点検整備を行い、機械を最良の状態で、

安心して作業が行えるようにしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 点検整備一覧表 

 

 
 
 
点検調整をする時、傾斜地や凹凸地または軟 
弱地などで行うと、トラクタや作業機が不意 
に動き出し、事故を起こす事があります。 
平坦で地盤のかたい所で行ってください。 

点検整備をする時、エンジンをとめずに、あ 
るいは、駐車ブレーキをかけずに行うと、思 
いがけない原因で作業機が駆動し、あるいは、 
トラクタや作業機が動き出し、ケガをする事 
があります。 
エンジンをとめて、駐車ブレーキをかけて行 
ってください。 

作業をする時、カバー類を外して作業すると、 
ケガをする事があります。 
点検整備の後は、カバー類を元通りに取り付 
けてください。 

 ３点リンクで作業機を持ち上げて点検・調整 
を行う時、思いがけない原因で作業機が降下 
してケガをする事があります。 
トラクタ３点リンクの油圧回路をロックして 
行ってください。 

油圧の継手やホースに、ゆるみや損傷がある 
  と、飛び出る高圧オイルでケガをする事があ 
  ります。 
継手やホースを外す時は、油圧回路内の圧力 

   を無くしてから行ってください。  
 
 
 
 

時   間 チェック項目 処     置 

新品使用１時間 全ボルトナットのゆるみ 増し締め 

使用毎 

（始業終業点検） 

①機械の清掃 

 ホッパ内の肥料 

 底板とシャッタプレートの間の肥料 

②部品脱落破損部 

③各部のボルトナットの緩み 

④各部の油脂類 

 

 

 

補充、交換 

増し締め 

「2-3 給油箇所一覧表」に基づき給油 

シーズン終了後 

①各部の破損、摩耗 

②各部の清掃 

③各部の給油、給脂 

④回動支点等の摩耗 

⑤塗装損傷部 

⑥ＰＩＣ軸等無塗装部 

⑦ギヤボックスのオイル 

早めの部品交換 

 

「2-3 給油箇所一覧表」に基づき給油 

早めの部品交換 

塗装または油塗布 

グリースまたは油塗布 

交換 

５５５５    点検・整備について点検・整備について点検・整備について点検・整備について 

  注 意 
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不調対応処置・点検・整備をする時、傾斜地 
や凹凸地または軟弱地などで行うと、トラク 
タや作業機が不意に動き出し、事故を起こす 
事があります。 
平坦で地盤のかたい所で行ってください。 

不調対応処置・点検・整備をする時、エンジ 
ンをとめずに、あるいは、駐車ブレーキをか 
けずに行うと、思いがけない原因で作業機が 
駆動し、あるいは、トラクタや作業機が動き 
出し、ケガをする事があります。 
エンジンをとめて、駐車ブレーキをかけて行 
ってください。 

作業をする時、カバー類を外して作業すると、 
ケガをする事があります。 
不調対応処置・点検・整備の後は、カバー類 
を元通りに取付けてください。 

３点リンクで作業機を持上げて点検・調整を 
行う時、思いがけない原因で作業機が降下し 
てケガをする事があります。 
トラクタ３点リンクの油圧回路をロックして 
行ってください。  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 不調処置一覧表 

 
症   状 原   因 処   置 

 

 

シャッタが動かない 

 

 

 

底板とシャッタの間に肥料が詰まる 

カプラ オス ＰＴ1／2がきちんと接続

されていない。 

回動支点部がさび付いている。 

 

作業後の手入れに基づき清掃してください。 

カプラ オス ＰＴ1／2 をきちんと接続し

てください。 

さびを取り除き、グリースを塗布してく 

ださい。 

肥料がでない。 

 

 

使用している肥料の水分が高い 

 

 
ホッパ内でブリッジになている。 

ホッパ内部を清掃し、水分調整された肥料

を使用してください。 

【含水率（Ｗ.Ｂ．）40％以下】 

ルーフを外してください。 
オプションのシリＡＳを取付けてくだ

さい。 

   
 原因や処置の仕方がわからない場合は下記事項とともに購入先にご相談ください。 
  １．製品名 
  ２．部品供給型式（型式） 
  ３．製造番号 
  ４．故障内容（できるだけ詳しく）

６６６６    不調時の対応不調時の対応不調時の対応不調時の対応 

  注 意 
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